
在宅勤務が増えたことによって、仕事以外で不具合を感じていること
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今後、テレワークは定着するか

テレワーク実施者全体（n=896）

一部テレワークに切り替わった（n=678）

完全にテレワークに切り替わった（n=238）
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業種にもよるが、テレワークは定着していくと思う
新型コロナウィルスの感染拡大が収まれば、テレワークの流れは終わると思う

86.5

85.3

89.4

13.5

14.7

10.6

私の地元、千葉県北部はベッドタウンとして発展してきた。ユー
カリが丘のバブル期に建てられた高層マンション群は、完成し
て約 30 年経ち、一斉に老朽化し、大量廃墟化する恐れがあ
るのではないかと危機感を抱いた。COVIT-19 や情報テクノロ
ジーの発展によりライフスタイルの変化が予測される時代にお
いて、職場と居住空間が分離された今のベッドタウンはいか
に変わるべきか、新しい時代のベッドタウンの形について考え
る必要がある。

Prologue
COVID-19 は情報テクノロジーの必要性を要求する上で、人々の生活に大きな影響を与えた。緊急事
態宣言により外出自粛を余儀なくされ、多くの企業でテレワークが導入された。With コロナで新しく
定着するであろう働き方として多くの人がテレワークを挙げるなど、働き方の変化がみられた。また、
テレワークにより在宅勤務が増えたことで、運動不足の解消や気分転換の機会を必要とし、他者との
コミュニケーションの面で不具合を感じている人も多いことがわかった。

Social Background

結び場
―次世代型ベッドタウンにおけるニューノーマル―

Problem
高層マンションの老朽化により新たな入居者が減り、退去する人
は増え、負の連鎖が街全体で起こる可能性がある。ライフスタイ
ルの変化も起こる今、ベッドタウンの形は変化の時代に入った。

SDGs
本提案では、時間経過に伴っ
た段階的な SDGs の達成を目
指す。これにより、ライフスタ
イルの変化と高層マンションの
老朽化の問題が様々な達成目
標に関係することが分かった。
複数の目標を同時解決すること
を目指し、右図のマップを持続
可能な未来を実現する提案の
指標とし、建築設計を行った。

高層マンションの
老朽化
新たなまちの
魅力の創出

地域の不活性化での
人口流出

ライフスタイルの変化

働く場の
新しいデザイン

SDGs イシューマップ
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ユーカリが丘に住む人の職種
ユーカリが丘に住む人の職種は、事務職、専門・技術職、販売、サービス職
従事者の順で多いことがわかった。販売やサービス業はテレワークが難しいた
め、ユーカリが丘では、テレワークと出社勤務、各々に向けた提案が必要と考
えた。

千葉県佐倉市ユーカリが丘地区
ユーカリが丘は、千葉県佐倉市にあるニュータウンであり、都心へのアクセスもよく、ベッドタウンとして発展してきた。開発当初から掲げるとおり、「成長管理型」なる仕組みにより、計画的に住戸を販売し、あらゆる世代の人々が暮ら
すまちを実現してきた。しかし、ユーカリが丘のバブル期に建てられた高層マンション群は老朽化し、住民の入居件数が減り、まちが徐々に衰退していく未来が予測される。

ユーカリが丘の人口
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人口 世帯数

0-14歳 15-64歳

65歳以上

ユーカリが丘の「成長管理型」政策のため、一環して人口が増加傾
向であり、年齢別人口にあまり大差が見られなかった。しかし、住
戸数に限りがあり、あと数年で新たな住戸供給は終わるため、今後
の人口増加は見られないと予測されている。

Site

ユーカリが丘の人口推移

ユーカリが丘のコミュニティ
ユーカリが丘がある佐倉市では、地域コミュニティを大切にする必要があると
いう意見が多く見られるのに対し、コミュニティ形成ができていないという問
題点がみられた。

地域コミュニティを大切にする必要があるか

次世代型ベッドタウン（= 住民間のコミュニティを活性化し、アクティブな循環を生み出すことで好循環
の輪が生まれるまち）を具体化するべく、まちと建築と人を結ぶ『結び場』を計画した

1. まちとまちを結ぶ
周辺のあらゆる方面からの動線を結ぶ新設デッキ (Yukari Sky Deck) をかけた

2. まちと建築を結ぶ
新設デッキと建物のスロープを繋げるこ
とでまちからの動線を建築に巻き込んだ

3. 人と人を結ぶ
抽出した用途を掛け合わせることで、
普段交流しない人たちが偶発的に出会
い、地域活動やイベントなどを通して
交流し、活動する仕掛けを計画した

『結び場』のデザインプロセス

ユーカリが丘駅

イオンモール

国道296号

国道296号

国道296号からの動線

住宅街からの動線

住宅街からの動線

駅からの動線

イオンモールからの動線

駅からイオンモールと国道を繋ぐ
新設デッキの計画

0 200m

高層マンション京成線

全体計画図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S=1/8000全体計画図　　　　　　　　　　

Proposal & Design Process

Spiral Tower

Spread Tower

Diagram
機能抽出

Spiral Tower

スロープを建物の内側に
巻くように配置し、建物
の外壁を設けることで垂
直方向に人の活動が広
がっていく

Spread Tower

次世代型
ベッドタウンの

提案

コミュニティの
形成

ライフスタイル
の変化への対応

運動不足や
気分転換

働き方の変化に
対応した空間

趣味を通しての
交流

展示場

イベントホール

コミュニティ広場

リビングラボ

コワーキング
スペース

緑地空間

歩行空間

スロープを建物の外
側に巻くように配置
し、建物をガラス張
りにすることで水平
方向に人の活動が広
がっていく

2015年度におけるユーカリが丘の年齢別人口職業別15歳以上就業者数

既存デッキからの眺め

展示場内部 『結び場』のデザインプロセス③に基づき、用途を混
ぜて配置することで、普段交流しない人たちが偶発的
に出会い交流するきっかけをもたらす
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国道 296 号からの眺め
まわりに高層マンションがあるため、視線が抜けるように、敷地内の建物を低く計画した

スロープ下のキッチンカ―
キッチンカ―などが来てにぎわいをもたらす

ひだまりの丘
子育て世代の人が芝生で遊べたり、周辺の景色を上から眺められる

コミュニティ広場
地域域住民がリモートワークの休憩時や週末の休みの時に訪れることで、新たな趣味を見つけサークルに
参加するきっかけを作る

ユーカリ並木
ユーカリが丘の象徴とされているユーカリの木を用いてユーカリ並木を計画した

展示場
スロープに展示物を飾ることで垂直方向に人の活動が広がっていく

コワーキングスペース
ライフスタイルの変化に適応して、様々な人々が利用することで、新たなコミュニティを形成する

リビングラボ
ベンチャー企業を誘致し、市民参加型プロジェクトにすることでコストをおさえつつ、地域が直面
する課題を住民が主体となり解決する

イベントホール

コワーキング
スペース

女子WC

リビングラボ

展示場

リビングラボ

ひだまりの丘
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